
障害学生支援東北地区大学間情報交換会の様子（Zoomによるオンライン会議）

情報交換会で本学を代表して挨拶する岡副学長・連携担当理事

在仙大学障害学生支援大学間ネットワーク情報交換会の様子
（対面開催時）

作成した教材のオモテ面（児童用） 作成した教材のウラ面（教師用）

科学技術館でのブース実演の様子（2021年12月26日）

　大学院での授業において、小中学校の理科で実際に活用することを目ざして、放射線について学習する教材の作成
を試みました。
　ここで紹介する教材は、小学生を対象とした児童用ワークシート(A4、表裏両面印刷)と教師用ワークシート(A4、表
裏両面印刷)です。
　ワークシートは、身近な食べ物からも放射線が出ているということ、その放射線で人体が悪影響を受けることはな
いことを正しく理解してもらうこと、小学校の先生方に扱ってもらいやすい教材とすることを目ざして作成しました。
　教師用のワークシートでは「わかったこと」で行う活動の例を示し、理科を得意としない先生でも取り組みやすいよう
に記載をしています。また、教師用ワークシートでは児童に誤解を与えないよう、バナナや他の食べ物も安全であるこ
とを明言するように記載しました。

　公益財団法人日本科学技術振興財団の主催する2021年度「放射線教材コンテスト」に大学院学生3人からなる団
体の作品として応募したところ、優秀賞を受賞しました。
　また、これらの児童用および教師用ワークシートの開発とコンテストでのブース実演の取組みについて、エネルギー
環境教育学会で学部学生が発表をしました。
　放射線について学習する教材を小学生向けに開発したとい
う点において、今なお東日本大震災からの復興の途上にある東
北地方の教員養成大学ならではの成果の1つと考えています。
　学習指導要領では、中学校の理科で放射線について学習す
るとされています。
　しかし、例えば仙台市内には、修学旅行で福島県を訪れる際に、
事前に放射線の学習を行なっている小学校もあります。小学生と
小学校教員に役立つ放射線教材の作成に、これからも努めます。

小学生を対象とした放射線教材としてのワークシートの開発東北地域の大学に対する障害学生支援体制整備支援

　本学は、東北地区における障害学生支援に係る支援ネッ
トワークの強化を目的に、東北地区にある国立大学（一部公
立大学含む）の支援担当者との情報・意見交換を4年前か
ら主催している。
　令和3年度はZoomによるオンライン会議で2回開催した。
　第1回目は8大学（国立6大学、公立2大学）、第2回目は9
大学（国立7大学、公立2大学）の参加があった。
　本学が各大学より事前に集約した障害学生支援体制整備の
現状や課題について、協議した。中でもコロナ禍におけるオン
ライン形式授業における支援などに関し情報交換がなされた。
　本学も蓄積した障害学生支援のノウハウを活かして情報
提供や事例紹介を行った。
　障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律の一
部を改正する法律（障害者差別解消法）の成立により、民間
事業者（私立大学）における合理的配慮の提供が法的義務
になったことを踏まえ、参加大学へ東北各県の支援体制の
中核大学として県内の私立大学への対応が重要になるとの認識を共有した。
　今後も本学は、東北地区における障害学生支援ネットワークの中核大学として東北地区の障害学生支援の体制整
備の推進や質的向上に取り組んでいく。

　本学は、東北地区に加えて、仙台地区における障害学生支援に係
る支援ネットワークの強化を目指し、8年前から宮城県内の国公私立
大学の障害学生支援の質的向上を目指した会議を主催している。
　令和3年度はZoomによるオンライン会議で2回開催した。
　第1回目は17校（国公立大学3校、私立大学13校、高専1校）、第2
回目は15校（国公立3校、私立11校、高専1校）、オブザーバー2校

（宮城県外国立大学2校）の参加があった。
　第1回目は本学が司会進行を担当し、対応実績のない大学が直面
している課題（例えば、様々な障害のある学生とのコミュニケーショ
ンや合理的配慮の提供はどうしているか）について本学を含む対応
実績のある大学から事例紹介や情報提供を行った。
　第2回目は、障害者差別解消法の改正を受けて私立大学の障害学生支援体制整備に関する内容を取り上げた。
　講師の岡田孝和氏（明治学院大学コーディネーター）より同大学の10年間にわたる支援体制整備プロセスや支援担当
者の役割・業務について詳しく解説していただき、宮城県内の私立大学における支援体制整備について意見交換を行った。
　今後も本学は、宮城県内の私立大学を中心に障害学生支援の体制整備を主導で推進させていきたいと考えている。

障害学生支援東北地区大学間情報交換会

在仙大学障害学生支援大学間ネットワーク情報交換会
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※これらの成果は、大学院学生の菊地 充、池田 薫、小山 慧が作成したワークシートを
もとに、学部学生の岩谷朋樹によるコンテストでの発表についてまとめたものです。
岩谷朋樹、中山慎也「小学生を対象とした放射線教材としてのワークシートの開発」、
日本エネルギー環境教育学会第16回全国大会論文集、30-31、2022年7月31日． 
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